
水島港・福山港を拠点とする

瀬戸内海のハブ・スポーク輸送体制の確立と

アジア戦略の展開に向けて

国際バルク戦略港湾選定に向けた計画書（概要）

岡山県・広島県

平成２３年１月

応募港湾名：水島港・福山港

応募品目 ：鉄鉱石・石炭

公表用
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１．応募港湾の概要

粗鋼生産量日本一のＪＦＥスチール西日本製鉄所

鉄鉱石輸入量
上位１３港

単位：万トン

※出典：2008年港湾統計（年報）

○粗鋼生産量は日本一

○世界最大の一貫製鉄所

○鉄鉱石輸入量も毎年全国１～３位を推移

１

単位：千トン

製鉄所別粗鋼生産量（2008年度）

10,000千ｔ以上
5,000～10,000千ｔ
～5,000千ｔ

出典：日刊鉄鋼新聞ホームページ

瀬戸内
46,991千ｔ
（60%）

その他
31,961千t
（40%）

順位 港湾名 貨物量
1 水島 1,618
2 福山 1,563
3 木更津 1,537
4 大分 1,356
5 東播磨 1,335
6 鹿島 1,334
7 名古屋 1,196
8 北九州 750
9 川崎 696
10 千葉 674
11 和歌山下津 622
12 呉 456
13 室蘭 376
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２．国際バルク戦略港湾としての目的と目標

西日本随一の産業コンビナートを形成する水島港・福山港の拠点性を活かし，鉄鋼（鉄
鉱石）・石炭について，低廉で安定的な物流体系を確立することにより，瀬戸内海地域
の産業全体の競争力強化に資する

国際バルク戦略港湾としての目的

福山港・水島港福山港・水島港

瀬戸内海地域の経済を牽引瀬戸内海地域の経済を牽引

西日本全体の産業基盤西日本全体の産業基盤

わが国の鉄鋼業界全体をリードわが国の鉄鋼業界全体をリード

さらに海外へさらに海外へ



○ 水島港・福山港を拠点とするハブ・スポーク体制の確立

・水島港・福山港の一港化

・鉄鉱石・石炭の二次輸送体制の確立

○ アジア戦略の展開（フィリピン港湾との連携）

・ＶＬＯＣに対応したフィリピン港湾との連携による原料の安定的な供給

国際バルク戦略港湾の戦略
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オーストラリア

水島港

ブラジル

呉港
東播磨港・和歌山下津港

ブラジルから

北九州港

3０万㌧ＶＬＯＣ
（満載）

フィリピン

原料（鉄鉱石・石炭）輸送経路

一般炭の２次輸送経路

国内の鉄鋼業に
幅広く裨益

瀬戸内ＭＡＸ
（満載）

京浜港

２．国際バルク戦略港湾としての目的（戦略性）

福山港



２．国際バルク戦略港湾としての目的と目標

国際バルク戦略港湾としての目標 ○港湾施設の整備 ○規制緩和

・福山港本航路水深１８ｍ ＋ ・潮位利用

・専用岸壁水深２０ｍ (備讃瀬戸，港内)

○港湾施設の整備 ○規制緩和

・福山港本航路水深１８ｍ ＋ ・潮位利用

・専用岸壁水深２０ｍ (備讃瀬戸，港内)

潮位差を利用

（現況） （計画）福山港本航路

潮位差を利用

（現況） （計画）備讃瀬戸北航路

鉄鉱石積載量

約17万トン
鉄鉱石積載量

約20万トン

鉄鉱石積載量

約20万トン

鉄鉱石積載量

約17万トン

潮位差を利用
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２０１５年：ケープサイズの満載入港に対応

２０２０年：瀬戸内マックスの満載入港に対応



３．国際バルク戦略港湾政策の実現のための方策
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民間メンバー

・福山ポートサービス，水島ポートラジオ

・港運事業者，船舶代理店業者，曳船業者 等

公的機関

・地方整備局，海上保安部

・岡山県，広島県

福山港

水島港港域

現在の錨地

福山港港域

共同錨泊地

福山港・水島港の鉄鉱石船の二港寄りなど共同調達・共同輸送をスムーズかつ
スピーディに行うためのシステムを構築するため，水島港・福山港の一港化を図る。

福山港
水島港

水島港・福山港１港化

水島港・福山港包括連携協定（仮称）

備讃瀬戸航行安全協議会（仮称）

・入港管理の一元化，船舶安全体制の共同化

・錨泊地の共有・確保

・入港料の減免

・航行規制等の緩和 等

錨泊地の共有・確保

水島港



３．国際バルク戦略港湾政策の実現のための方策
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○ブラジル産の鉄鉱石について，フィリピン港湾を活用することにより，ＶＬＯＣ船舶を投入し
た輸送体制を広く各港へと波及させる。

○フィリピン港湾からの鉄鉱石の安定供給体制の確立や輸送機能の拡充を図るため，フィリ
ピン港湾のＰＰＡ（フィリピン港湾庁）をはじめとした関係各機関との連携を進める。

今後の展開

日本政府からのODAを活用し，４０万トン級
VLOCに対応できる港湾建設計画が進められて
いることに併せ，PPA，Phividec(フィリピン退役
軍人投資開発会社)，フィリピン運輸通信省など
を含めた包括的な連係に発展

PPAとの協議状況

包括的な連携

入港料の減免などの支援

ブラジル産鉄鉱石の

安定供給



３．国際バルク戦略港湾政策の実現のための方策

「民」の視点での効率的な運営体制の確立

入出港管理の一元化に伴う航行安全を図るため，備讃瀬戸航路安全協議会（仮称）を設
置する

福山港
福山港の
入出港管理

水島港の
入出港管理

水島港

福山港・水島港及び備讃瀬戸航路の
入出港・航行管理

福山
ポートサービス

ポートラジオ
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広島県（福山港）

 

岡山県（水島港）

 

地方整備局 港運事業者
船舶代理店業者
通関業者
曳船業者 等

備讃瀬戸航行安全協議会（仮称）備讃瀬戸航行安全協議会（仮称）

 

海上保安部



海砂採取跡修復

福山港

広島港

味野湾福山港内港

製鋼副産物であるスラグを過去の海砂利採取跡地の海域環境の改善に活用し，
「綺麗で美しい瀬戸内海の復元」に貢献する。

味野湾環境改善試験工事味野湾環境改善試験工事（国土交通省中国地方整備局）（国土交通省中国地方整備局）海砂利採取跡地の環境修復

現状の海底面現状の海底面 浚渫土浚渫土

スラグ混合改質土スラグ混合改質土

消失した海砂利層消失した海砂利層

３．国際バルク戦略港湾政策の実現のための方策

瀬戸内海の海域環境修復への製鋼スラグの活用
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４．国際バルク戦略港湾政策の効果

物流コスト削減効果
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○港湾整備に伴う瀬戸内ＭＡＸの満載化
○連携による効率的な２次輸送体系が確立されることにより
◆２０１５年：約４７億円（約５４億円）
◆２０２０年：約６９億円（約７６億円） の物流コストの削減が見込める

（ ）の数字は連携港湾（呉港）単独でフィリピン経由ＶＬＯＣ活用を含めた効果

○港湾整備に伴う瀬戸内ＭＡＸの満載化
○連携による効率的な２次輸送体系が確立されることにより
◆２０１５年：約４７億円（約５４億円）
◆２０２０年：約６９億円（約７６億円） の物流コストの削減が見込める

（ ）の数字は連携港湾（呉港）単独でフィリピン経由ＶＬＯＣ活用を含めた効果

0 100 200 300 400 500 600 700

現在の機能

2015年

2020年

輸送コスト（億円）

１００％

９２％

８９％

５４億円/年削減

７６億円/年削減

６３９億円

５８５億円

５６３億円

47億円　7億円(呉港単独)

69億円　7億円(呉港単独)



５．国際バルク戦略港湾政策の実現のための体制等

地理的優位性

○瀬戸内地域は，自動車メーカー，造船メーカー，産業機械メーカー等多くの製造業を有している。

○瀬戸内をはじめ、全国各地の各メーカーに鉄鋼を供給

瀬戸内地域は多くの工業が集積

４９％６，０７８小 計

１２，３９４合 計

５１%６，３１８その他地域

福岡県，佐賀県

長崎県，大分県
５%５７０九州地域

兵庫県

大阪府
１４%１，７８７近畿地域

岡山県，広島県，山口県

香川県，愛媛県
１３%１，６４１瀬戸内海沿岸地域

福山地区⇒広島県

倉敷地区⇒岡山県
１７%２，０７８岡山県・広島県

備 考シェアー供給量供給方面

水島港・福山港の国内向けの供給量（2007年度）
（単位：千トン）
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福山港・水島港福山港・水島港

瀬戸内海地域の経済を牽引瀬戸内海地域の経済を牽引

西日本全体の産業基盤西日本全体の産業基盤

わが国の鉄鋼業界全体をリードわが国の鉄鋼業界全体をリード

さらに海外へさらに海外へ



６．整 備 概 要

完成目標年次：2020年度

最小の予算で最大の効果を発揮最小の予算で最大の効果を発揮

・福山港内（平均水面＋２．１ｍ）
・備讃瀬戸北航路（平均水面＋２．０ｍ）

規制緩和

既存の専用岸壁- 20m 利用可能

15万㎥25万㎥660万㎥浚渫土量

-20m-18m-18m整備水深

岸壁泊地航路

潮位利用

※航路・泊地は航行安全委員会で検討していく中で，変更の可能性がある 11


